
国保中央病院を受診された患者の皆様
　
当院は、下記の研究を実施しています。この研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報等を研究目的に利用又は提供することを希望されない場合は、下記のお問い合わせ先にお問い合わせください。　
	研究課題名
	当院における術前肝炎ウイルス検査の現状と課題


	研究責任者
	国保中央病院　内科　竹田幸祐、上田重彦


	研究目的
	厚生労働省は、「肝炎ウイルス検査体制の整備、受診勧奨、普及啓発を効果的に推進するため、「肝炎ウイルス検査の目的や結果に関わらず、受診者自身が検査結果を正しく認識できるよう、医療提供者が適切な説明を行うこと」を求めている。当院における術前のスクリーニング血液検査における肝炎ウイルス陽性患者の現状と実態について検討する。

	研究概要
	術前検査のＨｂｓ抗原、ＨＣＶ抗体を検査室からデータ抽出を行い、カルテの確認を行い、肝炎検査結果を確認させていただき、肝炎検査が陽性であった方に対して結果の説明や専門医への受診が必要な場合には専門医への紹介について電子カルテに記載されているか調査します。

	対象となる患者さま
	2017年4月1日～2019年12月31日の間に当院にて術前検査などでＢ型あるいはＣ型肝炎検査を受けられた方を対象とします。

	本研究の適正性について
	患者様のデータは匿名化され、その情報も厳重に保管されますので、個人情報が公表されることは一切ありません。また得られたデータを本研究の目的以外に使用することもありません。なお、本研究は国保中央病院の倫理審査委員会で承認を受け行っており、調査期間は2019年12月31日まで、解析期間は2020年12月31日までです。情報は研究終了後5年間保存し、その後破棄します。研究の資金源等に関する利益相反はありません。この研究で得られた成果を専門の学会や学術雑誌に発表する可能性があります。成果を発表する場合には、研究に参加していただいた方のプライバシーに慎重に配慮します。個人を特定できる情報が公表されることはありません。

	研究への参加辞退をご希望の場合
	これらの研究において、ご自身の提供された情報等について問い合わせたい、もしくは利用を拒否したいなどの場合には下記にご連絡ください。
2018年4月
お問合せ先  ；　　国保中央病院　内科
研究責任者　；    竹田　幸祐
電話番号　  ；　  0744-32-8800　　



